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真空ず り除去式せん孔装置とは、従来、 トンネル等にかけるロックボル ト孔、アンカ孔及び発破孔をせん孔

する際、粉砕された〈り粉を水または空気を用いてロンドの外側から孔外に押し出していたものを、ロッド

の内側に負圧をかけて吸引 して集塵装置まで導〈装置である。この装置の大きな狙いは、これまで水を用い

てせん孔できなかつた岩 (具体的には北越北線鍋立山 トンネルの膨脹性泥岩等 )のせん孔を可能にすること

と、真空吸引することでせん孔に用いる空気による粉塵の発生を防止することである。

1 :  実験装置

最終実験では装置全体をクロ
ーラ1 / C搭載 し( 1ブ

ーム ク ローラ ジ ャンポ )、 油圧 ドリフタ ( H D 5 0 )

を用いてせん孔 したが、ここでは手動式の実験装置を示す。手動式装置は、 ビッ ト、中空 ロンド、千アオ
~

ガ、サクションホース、集塵器、真空ポン

ンプか ら構成される。各種の実験におい

てエアオーガとレングハンマを併用 した

場合 もある。装置各部の諸元 を以下に掲

げ る。

・エアオーガ (5AL)

空気消費量    25耐 /商

最大 出 力    3.5 PS

・レッグハ ンマ (317D)

空気消費量     24m3/満

ビス トンス トローク  4 9 11ull

打撃数    2,400b.p.m(

回転数     240rp.m(

・集塵器 (ETD17T810)

捕集能力  0 . l  μm～ 1 0  n u l l、除塵効率 9 6 %以 上、風量  5 . 0 4 m 3 /励

・真空ポンプ (ナ ッシ■型高真空ポンプ )

最大真空度 74o叫 w、   最 大排気量  3.5m3/π Й

真空ボンプ

図 1.手 動式真空せん孔装置
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2 1  対象試料及びせん孔結果

せん孔実験の対象試料は広範囲に及び
一軸圧縮強度も約 3～

1 , 6  o  o k , f /“となつている。
一軸圧縮強度は当社技術研

究所で一軸圧縮試験を行つたものの他は、プロトジヤコノフ

氏め方法による試験、ロノク・シユミツトハンァによる試験

で求めた。

図二2にせん孔速度 (n  l l 1 /π滋)～推定
一軸圧縮強度 (k′f

/“ )の関係を示す。図中のアルフアベットはビット(φ∞)

の種類を示 しており、右上の試料名は、大谷石については古

河鉱業鞠吉井工場で使用 したもので、その他は当社出張所名 写真 1.ビ ット(左 からT2Tlビ ツト)




